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彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
位
置
づ
け
中
根
千
絵
は
じ
め
に
論
者
は
、『
説
林
』
五
三
号
に
お
い
て
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』（
全
巻
、
表
紙
の
題
は
『
今
昔
物
語
』
と
書
い
て
あ
る
が
、
内
題
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
と
あ
る
。）
の
紹
介
を
行
っ
た
が
、
そ
の
際
、
本
の
空
白
部
分
の
分
析
、
流
布
本
系
共
通
脱
文
の
分
析
か
ら
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
に
近
い
流
布
本
系
の
本
で
あ
り
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
よ
り
良
い
本
で
あ
ろ
う
と
論
じ
た
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
づ
け
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
、
諸
本
と
の
一
語
一
語
の
比
較
を
経
て
、
初
め
て
、
立
証
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
巻
一
に
つ
い
て
は
、
先
に
論
集
で
分
析
を
行
い
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
が
多
く
、
こ
れ
は
、『
説
林
』
五
三
号
で
論
じ
た
の
と
同
じ
傾
向
で
あ
る
が
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
底
本
で
あ
る
東
大
本
甲
や
東
北
大
本
、
野
村
本
と
の
み
一
致
す
る
箇
所
も
あ
り
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
は
、
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
、
東
大
本
乙
）
と
古
本
系
諸
本
（
東
大
本

甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
）
の
間
の
状
態
を
有
す
る
希
有
な
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た
。
巻
二
の
場
合
は
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
。
巻
三
で
は
、
特
に
、
野
村
本
が
流
布
本
系
と
古
本
系
と
の
狭
間
で
揺
れ
て
い
る
様
を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
様
々
な
要
件
か
ら
、
流
布
本
系
は
、
校
訂
本
文
を
目
指
し
た
書
物
群
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
し
た
。
但
し
、
彦
根
本
の
よ
う
に
、
中
間
的
一
な
表
記
を
有
す
る
書
物
の
場
合
に
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
見
定
め
が
た
い
と
し
、
今
後
、
さ
ら
に
、
巻
ご
と
の
分
析
を
続
け
、
彦

根
本
の
性
格
を
見
極
め
る
と
共
に
、
古
態
本
と
流
布
本
の
総
合
的
な
分
析
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
し
た
。
巻
四
の
場
合
に
顕
著
な
傾
向
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
古
本
系
と
の
一
致
度
が
高
く
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
低
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
四
に
い
た
っ
て
、
古
態
本
の
表
記
を
有
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
に
よ
り
、
改
め
て
、
彦
根
本
の
位
置
づ
け
を
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
巻
五
の
場
合
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
の
一
致
度
は
他
の
流
布
本
と
同
じ
程
度
で
あ
る
。
巻
五
、
巻
七
で
は
、
巻
二
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
が
残
っ
て
い
る
せ
い
か
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
は
非
常
に
少
な
い
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
但
し
、
巻
五
、
巻
七
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
天
竺
と
い
う
国
名
に
つ
い
て
は
、
古
本
系
諸
本
に
依
っ


て
お
り
、
こ
れ
は
巻
四
と
同
じ
で
あ
る
。
巻
六
に
つ
い
て
は
、
巻
三
と
同
様
の
結
果
が
得
ら
れ
た
。
巻
九
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
の
本
文
を
他
の
諸
本
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彦
根
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
位
置
づ
け
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
諸
本
の
収
集
は
、
い
ま
だ
、
そ
の
途
上
に
あ
り
、
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
校
異
と
頭
注
か
ら
必
要
な
部
分
を
抜
き
出
す
形
で
、
諸
本
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
異
同
凡
例一
番
上
の
段
は
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
ペ
ー
ジ
と
行
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
の
本
文
、
次
の
段
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
本
の
種
類
で
あ
る
。（
但
し
、
異
体
字
な
ど
の
字
形
が
異
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
こ
れ
に
含
め
、
そ
の
都
度
指
摘
し
た
。）
★
印
は
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
独
自
の
部
分
で
あ
り
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
諸
本
の
例
を
示
し
た
。
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
に
載
る
考
察
は
必
要
に
応
じ
て
「
」
に
入
れ
て
付
し
た
。
二
各
本
の
略
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
底
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
（
鈴
鹿
本
（
京
大
本
））【
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
『
今
昔
物
語
集
』
の
底
本
が
現
在
の
諸
本
の
う
ち
の
古
態
本
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
底
の
字
を
使
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
一
見
し
て
明
ら
か
と
な
る
よ
う
に
し
た
。】
北
―
東
北
大
本
野
―
野
村
本
以
上
古
本
甲
―
東
大
本
甲
乙
―
東
大
本
乙
Ａ
―
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
―
内
閣
文
庫
本
Ｂ
Ｃ
―
内
閣
文
庫
本
Ｃ
以
上
流
布
本
鈴
鹿
本
（
京
大
本
）
を
除
く
諸
本
―
諸
彦
―
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
本
大
―
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
巻
九
の
底
本
は
鈴
鹿
本
（
京
大
本
）
巻
九
目
録
一
八
七
江
死
（
第
七
）
諸
造
奄
（
第
八
）
「
造
菴
」
底
甲
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
彦
底
甲
北
野
の
菴
は
奄
の
異
体
）「
造
奄
」
乙
二
字
分
欠
人（
第
十
三
）
諸
（
甲
北
野
の
空
格
は
約
二
字
分
、
乙
Ａ
Ｂ
二
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）
死
裕
（
第
十
六
）
甲
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
北
は
沈
を
朱
補
）
悔
悲
語
第
十
七
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
第
十
七
）
韋
度
（
第
十
八
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
慶
ィ
と
朱
傍
）
三
告
女
子
（
第
二
一
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
失
ィ
と
朱
傍
）
免
洲
（
第
二
二
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
洲
は
州
傍
訓
メ
ン
シ
ウ
）
廾
五
（
第
二
五
）
甲
北
野
乙
天
子
寛
（
第
二
六
）
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
天
子
に
李
ィ
と
朱
傍
）
孔
挌
（
第
二
八
）
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
挌
に
朱
括
弧
ィ
と
朱
傍
）
第
卅
（
第
三
十
）
甲
北
野
乙
Ｂ
遜
辷向
阯漢
（
第
三
二
）
乙
Ａ
遂
貧
賎
（
第
三
七
）
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
卞
土
阯兪
文
（
第
三
九
）
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
文
に
朱
圏
点
除
に
瑜
ィ
と
朱
傍
）
獻
玉
（
第
四
四
）
底
甲
北
Ａ
巻
九
第
一
話
一
八
八
４
震
旦
ニ
代
ニ
Ｂ
（
代
の
上
に
挿
入
符
此
空
一
字
位
ィ
と
朱
注
）「
震
旦
ニ
代
ニ
」
諸
大
（
乙
Ａ
Ｃ
の
空
格
は
約
一
字
分
）
４
己
シ
テ
★
「
亡
ジ
テ
」
底
甲
北
野
乙
大
「
亡
ヒ
テ
」
Ａ
Ｃ
「
死
シ
テ
」
Ｂ
５
食
物
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
宛
タ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
生
タ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
成
ル
程
諸
１２
聞
キ
甲
野
乙
Ｂ
四
１３
辟
ヘ
説
キ
給
ヘ
シ
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
Ｃ
の
譬
は
辟
、
Ｂ
は
シ
に
朱
圏
点
）
１３
悲
ノ
心
難
堪
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
无
カ
ラ
ム
乙
Ｂ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
一
八
九
１
鋤
ノ
崎
ニ
底
乙
Ａ
Ｃ
２
堀
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
前
事
ヲ
諸
１０
貴
キ
事
ト
ナ
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
二
行
空
白
（
巻
九
第
一
話
の
後
）
巻
九
第
二
話
一
八
九
１４
約
二
字
分
欠
代
ニ
諸
（
甲
野
乙
の
空
格
は
約
一
字
分
、
北
は
約
半
字
分
、
Ｃ
一
字
分
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
１６
盛
ナ
ル
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
九
〇
１
不
生
ナ
ル
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
雨
積
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
今
日
ノ
雪
高
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
不
飲
食
セ
ハ
Ｂ
８
自
然
ニ
諸
９
心
深
キ
ヲ
甲
北
野
乙
Ｂ
９
思
諸
五
１１
語
リ
傳
ヘ
タ
リ
ト
ヤ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
二
話
の
後
、
二
行
空
白
巻
九
第
三
話
一
九
〇
１４
震
旦
丁
蘭
造
木
母
致
孝
養
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
は
造
を
危
に
作
る
）
１５
約
２
字
分
欠
代
ニ
諸
（
甲
北
野
乙
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｃ
一
字
分
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）
一
九
一
２
還
レ
ル
由
語
ル
甲
野
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ヲ
ィ
と
朱
補
）
２
令
云
聞
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
不
後
〆
乙
Ａ
Ｃ
（
Ａ
の
後
は
変
、
Ｃ
は
シ
テ
）
３
悪
地在
ニ
〆
★
「
悪
性
ニ
シ
テ
」
底
甲
北
野
大
「
悪
恠
ニ
シ
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
の
シ
テ
は
合
字
、
Ｂ
は
不
審
紙
）
４
憎
シ
ク
悪
ク
思
ヒ
ケ
リ
底
甲
北
５
而
間
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
行
ル
間
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
不
喜
ヒ
ノ
氣
色
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
外
行
タ
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
現
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
歟
と
朱
補
）
一
九
二
１
赤
血
底
甲
北
乙
Ｂ
六
巻
九
第
四
話
一
九
二
７
其
ノ
父
子
甲
北
野
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
父
の
下
に
ノ
と
朱
書
）
７
弟
ノ
共
ニ
★
「
弟
ト
共
ニ
」
底
甲
北
野
Ｂ
大
「
弟
ト
ノ
共
ニ
」
乙
「
弟
共
ニ
」
Ａ
Ｃ
８
實
ニ
モ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
思
フ
ニ
依
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
捕
サ
ム
ト
諸
１２
我
可
被
ル
シ
乙
Ｂ
１３
弟
其
ノ
咎
无
シ
ト
Ｂ
１３
此
ヲ
乙
Ｂ
１４
失
ハ
ム
事
甲
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
事
に
ト
ィ
と
朱
傍
）
１５
恠
ミ
思
テ
「
恠
ビ
思
テ
」
大
「
底
本
、
こ
の
「
恠
ビ
」
と
「
思
テ
」
の
間
に
「
更
」
が
あ
り
、
こ
の
一
字
に
は
み
せ
け
ち
の
し
る
し
が
あ
る
が
、
恐
ら
く
こ
の
抹
消
符
は
「
恠
ビ
思
テ
」
全
体
に
か
か
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
但
し
古
本
系
統
は
す
べ
て
こ
の
句
を
持
つ
。」
一
九
三
１
問
テ
云
ク
諸
１
牙
ニ
底
４
懐
ム
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
子
ノ
中
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
妾
子
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
七
７云
テ
野
乙
Ｂ
１３
乞勿
ヲ
「
約
ヲ
」
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
大
「
幺刀
ヲ
」
底
甲
北
（
甲
北
は
ヤ
ク
と
傍
訓
約
と
朱
傍
）「
イ勿
ヲ
」
乙
巻
九
第
五
話
一
九
四
２
會
稽
洲
楊
威
入
山
遁
康
難
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
虎
を
康
に
作
り
虎
ィ
と
朱
傍
、
Ｃ
の
洲
は
州
）
３
稽
洲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
洲
は
州
）
３
有
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
害
シ
テ
ム
ト
ス
諸
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
７
其
ノ
時
Ｂ
８
怙
メ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
忍
養
フ
子
无
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
六
話
一
九
五
３
張
敷
ト
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
張
敷
ト
」
底
甲
北
大
（
甲
北
の
空
格
は
約
一
字
分
、
底
二
字
分
）
３
死
ケ
リ
Ａ
Ｂ
Ｃ
乙
は
脱
４
家
ノ
人
★
「
家
人
ニ
」
底
大
「
家
ノ
人
ニ
」
諸
５
知
給
ヤ
乙
Ｂ
６
涙
ヲ
流
〆
悲
ム
テ
云
ク
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
、
Ｃ
は
シ
テ
）
悲
哉
８
云
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
八
１０
見
ツ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
聞
タ
ラ
ム
ソ
ト
北
Ｂ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
１３
戀
ヒ
悲
ケ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
无
カ
リ
ケ
ル
ト
ナ
ム
★
「
无
カ
リ
ケ
リ
ト
ナ
ム
」
底
甲
北
野
大
「
无
カ
リ
ケ
ル
ト
ナ
ン
」
Ｂ
「
无
リ
ケ
ル
ト
ナ
ム
」
乙
Ａ
Ｃ
巻
九
第
七
話
一
九
六
２
會
稽
洲
曹
娥
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
赤
身
投
江
乙
５
江
ヘ
行
テ
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
然
ル
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
死
ス
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
投
入
レ
ハ
諸
１３
且
ハ
乙
Ａ
Ｃ
巻
九
第
八
話
一
九
七
２
震
旦
ノ
約
一
字
分
欠
歐
尚
諸
大
（
甲
北
乙
Ｃ
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
野
は
脱
６
鉾
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
強
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
郷
人
等
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
九
１３
廬
死
タ
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
一
九
八
１
自
然
ニ
諸
巻
九
第
九
話
一
九
八
４
自
夷
城
迎
父
母
養
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
懐
妊
シ
テ
乙
Ｂ
８
既
ニ
満
テ
乙
Ｂ
９
歎
キ
悲
ム
ト
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
難
キ
」
底
甲
北
大
「
歎
と
左
傍
共
通
し
、
類
音
な
る
が
故
に
誤
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
ト
ツ
カ
９
嫁
ス
甲
野
（
甲
傍
訓
ト
ツ
カ
）
１５
趣
キ
給
ヒ
ケ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
君
尋
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
ィ
、
Ｃ
は
ヲ
ィ
ニ
と
朱
補
）
１６
来
レ
ル
也
ト
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
九
九
１
悲
ミ
哀
ヌ
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
精
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）
５
思
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
母
迎
ヘ
テ
甲
北
野
乙
Ｂ
巻
九
第
十
話
一
九
九
１１
築
墓
乙
Ｂ
一
〇
１２
震
旦
東
陽
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
惣
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
千
万
鳥
諸
１６
心
ノ
如
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
〇
〇
２
心
深
キ
事
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
十
一
話
二
〇
〇
８
幼
雅
ナ
リ
ケ
ル
時
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
稚
ィ
と
朱
傍
）
９
少
々
ノ
過
ア
ル
甲
北
野
Ｂ
（
甲
北
野
Ｂ
は
）
９
母
嗔
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
此
ノ
常
ノ
事
也
乙
Ｂ
１４
身
ノ
痛
シ
ト
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ノ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
Ｃ
は
脱
１６
思
悲
キ
ニ
依
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
脱
１６
負
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
〇
一
３
心
深
キ
ニ
依
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
十
二
話
二
〇
一
６
為
悲
★
「
為
悲
母
」
底
Ａ
Ｃ
「
為
母
」
甲
北
野
乙
Ｂ
７
約
二
字
分
欠
代
ニ
諸
大
（
甲
北
野
乙
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
９
死
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
一
１２
雪復
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
覆
）
二
〇
二
４
家
主
諸
５
日暑
テ
★
「
日差
ケ
テ
」
底
甲
北
野
大
「
日暑
テ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
語
リ
傳
ヘ
タ
リ
ト
ヤ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
十
三
話
二
〇
二
１０
約
二
字
分
欠
人
諸
大
（
Ｃ
の
空
格
は
一
字
分
）
１４
立
チ
留
リ
テ
底
甲
北
野
Ｂ
１４
何
ソ
亀
ソ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
ィ
と
朱
補
）
１５
銭
持
タ
ル
人
云
ク
諸
１５
船
ノ
人
云
ク
★
「
船
ノ
人
ノ
云
ク
」
底
大
「
船
人
ノ
云
ク
」
諸
１６
銭
持
ノ
人
底
甲
北
野
乙
二
〇
三
１
亀
五
ツ
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
挙合
ツ
ル
様
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
不
返
奉
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
然
之
Ａ
Ｃ
７
其
ノ
由
ヲ
底
乙
Ａ
Ｂ
８
持
チ
来
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
早
フ
諸
１０
子
不
返
ヘ
ル
前
ニ
乙
Ｂ
一
二
１１
无
限
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
十
四
話
二
〇
四
３
受
タ
ル
ヲ
見
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
母
孫
宝
ヲ
見
テ
底
乙
Ａ
Ｂ
（
底
乙
Ａ
Ｂ
は
寳
）
３
苦
ミ
息
亨又
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）
６
出
ヨ
リ
諸
（
リ
に
甲
は
ト
歟
、
Ｂ
は
ト
ィ
と
朱
傍
）
７
其
ノ
報
有
リ
ヤ
ト
Ａ
Ｃ
９
其
生
タ
リ
シ
時
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
久
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
此
ノ
事
甲
北
野
乙
Ｂ
１２
勘
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
至
吏
云
ク
乙
Ｂ
１４
母
云
フ
所
ノ
諸
１５
彼
ノ
樂
堂
ト
云
フ
所
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｃ
の
彼
は
変
被
に
近
し
）
二
〇
五
３
不
願
ル
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
辟
ノ
間
ニ
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
加
筆
し
て
臂
と
す
）
８
空
ヲ
屋
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
に
朱
括
弧
ィ
と
朱
傍
）
巻
九
第
十
五
話
一
三
二
〇
五
１４
元
太
寳
底
北
１５
丞
ト
テ
有
ケ
リ
諸
二
〇
六
３
死
ス
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
叡
冊
ハ
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
死
セ
ン
事
ヲ
乙
Ａ
３
未
知
ラ
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
云
事
知
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
令
知
テ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
テ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
９
此
ノ
夢
ノ
事
ヲ
北
野
乙
Ｂ
大
「
此
夢
ノ
事
ヲ
」
Ａ
Ｃ
「
此
夢
フ
事
ヲ
」
底
「
此
ノ
夢
□
事
ヲ
」
甲
「
恐
ら
く
、
も
と
は
、
ノ
の
古
体
、「
乃
」
が
書
い
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
９
次
ノ
日
行
キ
諸
（
北
は
キ
を
テ
と
訂
し
日
の
下
に
脱
文
と
朱
注
、
Ｂ
は
キ
に
朱
圏
点
）
１１
夢
ノ
告
ノ
家
ニ
諸
１１
令
生
タ
リ
シ
時
Ｂ
Ｃ
１２
志
シ
哀
ム
也
ト
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
十
六
話
二
〇
六
１５
索
胃
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
索
に
素
ィ
と
朱
傍
）
１６
公
載
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
〇
七
１
此
二
人
ノ
Ａ
Ｃ
２
素
昌
乙
Ｂ
一
四
４衰
ヘ
タ
ル
諸
５
修
シ
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
奏
テ
セ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
相
ニ
助
ケ
テ
乙
Ａ
Ｃ
１３
九
年
ノ
乙
Ｂ
１３
皈
ラ
ム
ト
シ
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
、
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
歸
）「
歸
ナ
ム
ト
シ
テ
」
底
甲
北
野
１６
不
思
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
忘
ィ
と
朱
傍
）
巻
九
第
十
七
話
二
〇
八
３
随
ノ
代
Ｂ
（
隋
ィ
と
朱
傍
）
３
泣
悲
底
甲
北
野
Ｂ
４
馬
一
頭
諸
６
乗
タ
ル
人
諸
７
被
打
破
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
祭
ル
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
苦
ヌ
Ａ
Ｃ
１１
馬
ノ
身
ヲ
受
テ
諸
「
馬
ヲ
身
ヲ
受
テ
」
底
大
１３
強
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
告
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
兄
カ
乗
レ
ハ
所
ノ
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
ハ
を
ル
と
訂
す
）
一
五
二
〇
九
４
泣
キ
悲
ム
乙
Ａ
Ｃ
７
其
ノ
時
乙
Ｂ
７
食
シ
約
八
字
分
欠
妹
諸
（
乙
の
空
白
部
は
約
七
字
分
、
Ｂ
約
八
字
分
、
Ａ
六
字
分
、
Ｃ
十
一
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
此
間
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
食
シ
兄
弟
」
底
大
（
破
損
の
た
め
約
二
字
分
不
明
）
８
馬
約
二
字
分
欠
馬
諸
（
Ｂ
Ｃ
の
空
白
部
は
二
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）「
馬
ニ
備
フ
ル
ニ
馬
」
底
大
８
即
チ
約
四
字
分
欠
食
ス
諸
（
野
乙
Ａ
Ｃ
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
Ｂ
約
四
字
分
）「
即
チ
此
レ
ヲ
食
ス
」
底
大
９
死
ス
諸
（
北
は
や
や
ヌ
に
近
し
）
１１
加
サ
ル
也
ト
ナ
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
巻
九
第
十
八
話
二
〇
九
１４
韋
ノ
慶
植
甲
北
野
乙
１５
長
吏
諸
（
史
は
吏
に
作
る
）「
長
史
」
大
底
本
「
長
吏
」
は
原
典
「
長
史
」
の
増
画
と
考
え
る
。
１５
京
兆
ノ
人
事
ノ
慶
植
Ａ
Ｃ
１６
死
ヌ
底
甲
北
乙
Ａ
二
一
〇
３
前
ノ
夜
夢
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
青
キ
衣
着
テ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
釼
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
）
４
一
隻
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
万
ツ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
一
六
６人
ニ
与
ヘ
テ
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
悲
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
非
ィ
、
Ｃ
は
非
ヵ
と
朱
傍
）
７
被
シ
ム
ト
ス
乙
Ａ
Ｃ
１０
釼
着
ス
所
乙
Ａ
１２
云
ニ
「
云
フ
ニ
」
大
１２
調
ル
「
調
フ
ル
」
大
１２
此
約
四
字
分
欠
シ
テ
諸
（
Ａ
Ｂ
の
空
白
部
は
四
字
分
、
Ｃ
五
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）「
此
ノ
羊
ヲ
シ
テ
」
底
大
１３
女
約
二
字
分
欠
諸
大
（
底
破
損
の
た
め
不
明
。
諸
本
空
白
、
甲
北
野
約
二
字
分
、
乙
Ｂ
約
一
字
分
、
Ａ
Ｃ
二
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
、
主
歟
と
朱
補
）
１３
還
給
テ
後
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
遅
約
三
字
分
欠
諸
大
（
底
破
損
の
た
め
不
明
。
諸
本
空
白
、
甲
北
乙
Ｂ
約
三
字
分
、
野
約
四
字
分
、
Ａ
Ｃ
二
字
分
、
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）
二
一
一
１
叫
レ
テ
乙
４
人
只
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
人
只
」
甲
北
野
（
野
の
空
白
部
は
約
一
字
分
）「
人
ノ
ニ
ハ
只
」
底
大
（
底
本
破
損
の
た
め
不
明
）
「
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
す
る
に
、
恐
ら
く
「
耳
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
４
羊
鳴
ク
音
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
諸
人
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
飲
食
ニ
依
テ
咎
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
咎
に
主
圏
点
）
一
七
巻
九
第
十
九
話
二
一
二
２
仮
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
仮
に
仍
ィ
と
朱
傍
）
３
形
ハ
端
正
也
諸
３
確
カ
約
三
字
分
欠
属
ヲ
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
の
空
白
部
は
四
字
分
）
３
話
テ
云
ク
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
家
約
二
字
分
欠
女
子
也
諸
（
野
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ａ
Ｃ
三
字
分
、
Ｂ
は
主
ノ
ィ
と
朱
補
）「
家
□
ノ
女
子
也
」
底
大
（
破
損
の
た
め
約
一
字
分
不
明
）
４
未
タ
不
死
ソ
レ
時
乙
Ｂ
４
我
レ
約
四
字
分
欠
銭
諸
（
野
Ｂ
の
空
白
部
は
約
四
字
分
、
Ｃ
二
字
分
、
Ｂ
は
父
母
ノ
ィ
と
朱
補
）「
我
レ
父
銭
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）
６
銭
諸
６
盗
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
罪
ヲ
得
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
見
ル
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
修
シ
ナ
リ
ト
ナ
ム
甲
北
乙
Ｂ
（
甲
は
ナ
を
ケ
と
朱
訂
、
Ｂ
は
ケ
ィ
と
朱
傍
、
Ｂ
の
ム
は
ン
）
巻
九
第
二
十
話
二
一
二
１６
臣
尹
子
伯
奇
死
鳴
報
継
怨
甲
北
野
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
臣
の
下
に
伊
ィ
死
の
下
に
成
ィ
、
野
は
也
東
継
の
下
に
母
ィ
と
朱
補
）「
臣
伊
尹
子
伯
奇
死
鳴
報
継
母
怨
」
Ａ
Ｃ
「
臣
伊
尹
子
伯
奇
死
成
鳴
報
継
母
怨
」
底
大
「「
鳥
」
の
増
画
で
あ
る
か
、「
鳴
鳥
」
の
略
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。」
一
八
二
一
三
１
震
旦
周
ノ
代
ニ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
伯
奇
ト
云
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
伯
奇
□
」
甲
北
「
伯
奇
ト
」
底
大
「
恐
ら
く
、
脳
裏
に
お
い
て
は
「
ト
云
」
と
い
う
べ
く
し
て
、
現
実
の
言
語
行
為
と
し
て
は
、
い
わ
ず
に
終
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
或
は
、
聴
き
取
り
が
不
十
分
で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
弘
ま
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」
４
恐
怖
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
７
悪
キ
事
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
此
ノ
事
乙
Ｂ
９
慥
ニ
乙
Ｂ
Ｃ
１０
君
木
ノ
隠
ヨ
リ
可
見
シ
諸
（
Ｂ
彦
以
外
の
諸
は
陰
）「
君
蜜
可
見
シ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）
１１
地
倒
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
父
ニ
云
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
君
見
ス
ヤ
ト
乙
Ｂ
１４
慥
ニ
Ｂ
Ｃ
１５
犯
サ
ム
ト
為
ル
ヤ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
、
Ｃ
の
為
は
ス
）
二
一
四
１
只
不
如
シ
乙
Ｂ
「
只
不
如
」
Ａ
Ｃ
「
只
如
不
ジ
」
底
甲
北
野
大
３
迯
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
迯
テ
去
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
迯
ゲ
去
ケ
」
底
甲
北
野
大
流
布
本
は
「
去
」
一
字
の
み
。「
恐
ら
く
、
も
と
の
本
に
去
レ
リ
と
あ
っ
た
も
の
を
速
写
し
て
、
二
字
を
一
字
分
の
如
く
書
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。」
一
九
４驚
キ
騒
キ
乙
Ａ
Ｂ
６
渡
ル
間
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
不
知
ト
歎
キ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
求
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
来
ィ
と
朱
傍
）
１１
追
テ
来
レ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
居
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
家
ニ
皈
諸
（
諸
は
歸
）
１５
此
ノ
心
甲
北
野
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
此
に
主
圏
点
）「
此
心
」
Ａ
Ｃ
「
此
□
心
□
」
底
大
（
底
破
損
の
た
め
カ
ナ
不
明
）
恐
ら
く
「
此
レ
心
ロ
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
１５
悪
シ
テ
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
一
五
１
死
ヌ
底
甲
北
乙
Ａ
１
其
ノ
時
飛
テ
甲
北
野
乙
Ｂ
１
頸
ニ
甲
北
野
Ｂ
Ｃ
１
禄叱
ミ
諸
（
彦
諸
本
の
旁
は
「
緑
」・「
録
」
の
旁
に
作
る
）「
啄
ミ
」
大
巻
九
第
二
十
一
話
二
一
五
１０
適
三
人
ノ
乙
１０
女
子
諸
１４
尋
子
求
ル
无
シ
Ｂ
（
ル
の
下
に
ニ
ィ
と
朱
補
Ｂ
は
子
が
ネ
）
１５
隠
シ
タ
ル
カ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
〇
１５
後
ハ
諸
１６
惣
〆
乙
Ａ
Ｂ
１６
无
限
リ
乙
Ａ
Ｃ
二
一
六
４
馬
乗
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
打
チ
圍
テ
乙
Ａ
Ｃ
５
音
ヲ
出
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
兎
ノ
Ｂ
Ｃ
７
死
ス
甲
北
野
乙
Ｂ
Ｃ
７
悲
ミ
歎
ト
云
ヘ
ト
モ
甲
北
野
乙
Ｂ
７
力
及
ハ
★
「
力
不
及
ズ
」
底
甲
北
野
大
「
力
不
及
ハ
」
乙
「
力
及
ハ
ス
」
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
二
十
二
話
二
一
六
１３
兄
洲
甲
北
野
乙
Ｂ
１４
兄
洲
ノ
乙
Ｂ
１４
遂
安
公
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
季
壽
ノ
好
宗
室
ト
乙
Ａ
Ｃ
１４
對
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
一
七
２
非
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
心
ニ
諸
大
３
不
盗
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
一
５有
リ
乙
Ｂ
６
割
キ
北
野
乙
Ｂ
７
何
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ソ
ィ
と
朱
傍
）
７
有
ラ
ン
ヤ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
俄
ニ
一
人
甲
北
野
Ａ
Ｂ
８
云
モ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
益
有
ラ
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
遂
可
免
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
汝
等
為
ニ
甲
北
野
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
カ
ィ
と
朱
補
）
９
非
ス
ヤ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
二
十
三
話
二
一
八
３
代
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
代
ニ
」
底
甲
北
野
大
（
甲
北
野
の
空
格
は
約
一
字
分
、
北
は
唐
歟
と
傍
書
）
５
里
ノ
中
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
潘
果
ノ
年
少
北
車
ト
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
少
の
下
に
ノ
ィ
と
朱
補
）
７
将
来
ラ
ム
ト
為
ル
ニ
諸
（
Ｂ
の
ム
は
ン
、
Ｃ
の
為
は
ス
）
８
然
レ
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
貴
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
煮
ィ
と
朱
傍
）
１１
冨
平
縣
ノ
厨
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
鄭
餘
度
ト
云
人
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
二
１１
此
レ
誰
カ
ハ
Ｂ
（
誰
に
不
審
紙
）
１６
生
セ
乙
Ｂ
二
一
九
２
感
セ
ム
事
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
２
怖
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
御
史
諸
大
（
底
甲
北
野
の
史
は
吏
）
「
古
本
系
統
「
吏
」
に
作
る
の
は
中
世
に
普
通
の
用
字
。」
巻
九
第
二
十
四
話
二
一
九
７
外
色
ニ
乙
Ａ
Ｃ
７
一
人
ノ
人
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
隣
家
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
生
タ
ル
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
又
児
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
不
下
ヲ
云
也
Ａ
Ｃ
１６
挙合
ハ
事
无
之
乙
二
二
〇
１
間
ヲ
乙
Ｂ
１
城
戸
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
踏
ニ
入
ル
乙
Ｂ
９
走
ル
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
不
止
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
三
１２
採
レ
ル
者
諸
１５

田
ノ
中
ニ
乙
Ａ
Ｃ
二
二
一
２
満
合
ノ
事
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
満
ィ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
２
枯
レ
タ
リ
骨
ト
甲
北
野
乙
Ａ
Ｃ
５
鶏
卵
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
不
長
ナ
ル
罪
也
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
二
十
五
話
二
二
一
１０
天
女
善
略
乙
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
善
に
善
ィ
と
朱
傍
）
１５
我
等
頭
ヲ
諸
（
野
は
カ
東
、
Ｂ
は
カ
ィ
と
朱
補
）
二
二
二
２
云
リ
後
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
二
十
六
話
二
二
二
８
得
現
報
語
底
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
上
一
字
分
欠
國
ニ
諸
（
Ｃ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
１１
懐
妊
セ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
不
〆
「
不
ズ
シ
テ
」
底
甲
北
野
乙
Ｂ
（
乙
Ｂ
の
は
変
即
ち
内
部
を
乙
は
束
、
Ｂ
は
未
に
作
る
、
野
は
「
澄
按
ハ
挙
ノ
草
体
ノ
誤
転
ル
ナ
ラ
ン
用
ニ
テ
モ
文
意
分
明
ナ
ラ
ス
」
と
頭
注
）「
不
用
シ
テ
」
Ａ
Ｃ
（
Ａ
の
シ
テ
は
合
字
）
底
本
の
字
体
は
「
挙
」
の
草
体
。
二
四
１３
令
生
タ
ル
也
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
二
十
七
話
二
二
三
５
名
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
名
の
下
に
ハ
ィ
と
朱
補
）
９
向
テ
問
給
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
イ至
諸
（
野
は
径
歟
と
朱
傍
）
１２
衛
ヌ
ル
乙
Ａ
Ｃ
１３
此
レ
ヲ
甲
北
野
乙
Ｂ
（
甲
は
ヲ
に
ラ
と
朱
傍
、
北
は
脱
文
と
朱
注
）
１４
亨又
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）
１４
令
語
ン
カ
為
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
共
同
ク
野
乙
Ａ
Ｂ
二
二
四
２
進
メ
ン
乙
２
左
右
ニ
願
ル
乙
Ａ
Ｃ
４
食
セ
ル
亨又
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
事
）
６
一
人
ノ
鐵
ノ
床
有
リ
乙
Ｂ
９
割
レ
裂
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
卵
従
レ
出
タ
リ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
従
に
朱
圏
点
）
１２
還
リ
去
ヌ
ト
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
ヌ
に
ネ
ィ
と
朱
傍
）
１４
苦
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
令
問
メ
ヨ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
問
に
朱
圏
点
）
二
五
１５
皇
帝
ト
成
テ
底
乙
Ａ
Ｃ
１５
滅
シ
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
宣
シ
ヲ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
父
帝
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
北
は
父
と
朱
訂
）
二
二
五
２
世
ヲ
約
九
字
分
欠
諸
（
甲
北
野
の
空
白
部
は
約
三
字
分
、
乙
Ｃ
五
字
分
、
Ｂ
約
八
字
分
、
Ａ
七
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
世
ヲ
メ
ラ
ム
」
底
大
（
底
本
破
損
の
た
め
不
明
）
二
二
五
２
難
堪
カ
リ
ト
ナ
ム
諸
（
Ｂ
の
ム
は
ン
ト
に
朱
括
弧
イ
と
朱
傍
ン
の
下
に
ト
ィ
と
朱
補
）
巻
九
第
二
十
八
話
二
二
五
６
孔
坑各
甲
北
野
乙
Ａ
Ｂ
１１
弟
ノ
〔
脱
〕
召
ス
「
弟
ハ
〔『
汝
ガ
セ
ル
也
』
ト
稱
シ
申
ス
也
。
何
ノ
故
ニ
カ
、
汝
ヂ
諍
ヘ
ル
』
ト
。
此
レ
ニ
依
テ
、
孔
恪
ガ
弟
ヲ
〕
召
ス
」
大
１４
向
テ
云
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
令
食
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
テ
に
朱
圏
点
）
二
二
六
１
國
事
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
国
の
下
に
ノ
ィ
と
朱
補
、
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
国
）
２
火
ニ
至
レ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
云
フ
底
甲
北
野
Ｂ
３
云
ニ
叙
フ
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
云
に
朱
圏
点
叙
ハ
異
体
叙
ィ
と
朱
傍
）
６
卵
六
ツ
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
罪
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
六
９自
ラ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
着
テ
ア
リ
約
六
字
分
欠
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
の
空
白
部
は
約
八
字
分
、
Ａ
六
字
分
、
Ｃ
二
字
分
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
１２
聞
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
喚
ヒ
還
シ
テ
約
三
字
分
欠
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
何
事
ニ
１３
生
レ
テ
ヨ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
罪
約
二
二
字
分
欠
此
レ
諸
（
甲
北
Ｂ
の
空
白
部
は
約
二
十
字
分
、
野
乙
十
一
字
分
、
Ａ
十
四
字
分
、
Ｃ
四
字
分
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
、
Ａ
Ｃ
は
此
レ
の
レ
欠
）
底
本
の
破
損
多
い
。
「
罪〔
有
ル
ヲ
バ
皆
不
残
ズ
記
シ
、
生
レ
テ
ヨ
リ
以
来
タ
善
ヲ
修
セ
シ
ヲ
バ
不
記
ズ
。
豈
ニ
、〕此
レ
〕
大
１４
主
司
ノ
召
シ
テ
諸
（
ノ
に
北
は
ヲ
、
Ｃ
は
ヲ
ィ
と
朱
傍
）
１５
不
記
ソ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
二
七
３
罸
畢
ル
甲
北
野
乙
Ａ
Ｂ
３
ケ
ル
「
濺
ケ
ル
」
Ａ
Ｂ
（
岩
彦
Ａ
Ｂ
濺
は
三
水
×
賊
Ｂ
は
濺
歟
と
朱
傍
）
４
残
リ
無
之
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ａ
の
無
は
无
Ｂ
は
之
に
シ
ィ
と
朱
傍
）
４
罪
可
受
シ
ト
諸
５
進
テ
善
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
懃
ヌ
北
野
乙
８
第
七
日
ニ
至
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
七
巻
九
第
二
十
九
話
二
二
七
１２
約
二
字
分
欠
代
ニ
諸
大
（
甲
北
野
Ｂ
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
北
は
隋
歟
、
Ｂ
は
唐
ィ
と
朱
傍
）
１２
有
リ
諸
１５
与
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
行
ク
ニ
一
人
ニ
底
甲
北
野
Ｂ
二
二
八
２
明
ル
日
食
時
ニ
諸
３
二
行
と
十
二
字
分
欠
語
テ
諸
（
甲
北
の
空
白
部
は
二
行
、
野
Ｂ
一
行
と
約
十
字
分
、
乙
一
行
と
約
十
八
字
分
、
Ａ
一
行
と
五
字
分
、
Ｃ
五
字
カ
ケ
と
朱
注
、
野
Ｂ
は
「
皆
兵
仗
ヲ
以
テ
入
来
リ
遙
ニ
安
仁
ヲ
見
テ
呼
出
ス
安
仁
不
應
シ
テ
念
誦
逾
進
ス
鬼
相
東
（
ィ
）
と
朱
補
）
「
皆
、
兵
杖
ヲ
敬
手
テ
寺
ニ
入
テ
、
遙
ニ
、
安
仁
ガ
佛
堂
ノ
中
ニ
坐
セ
シ
ヲ
見
テ
、「
速
ニ
出
ヨ
」
ト
喚
フ
。
安
仁
不
挙合
ズ
シ
テ
佛
ヲ
念
ジ
奉
ル
事
无
限
シ
。
使
ノ
鬼
不
近
付
ズ
シ
テ
」
底
大
４
安
仁
諸
５
依
カ
甲
北
野
乙
Ｂ
６
談
シ
ム
Ａ
Ｃ
１１
皮
ノ
馬
北
野
乙
巻
九
第
三
十
話
二
二
九
４
代
ニ
諸
（
北
は
□
と
補
入
、
Ｂ
は
一
本
空
一
字
位
と
主
注
）「
代
ニ
」
底
（
約
二
字
分
空
格
）
５
至
諸
二
八
７我
ホ
ハ
是
乙
Ａ
Ｂ
（
乙
Ａ
Ｂ
は
等
）
７
学
ニ
廣
ク
残
リ
有
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
残
に
朱
圏
点
）
８
知
リ
諸
８
請
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
天
人
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
旅
ノ
打総
管
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
タ
ビ
・
ソ
ウ
ク
ワ
ン
）
１５
瞼打
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
カ
ン
ガ
）
１６
被
狂
窓
タ
リ
ト
乙
Ｂ
二
三
〇
３
行
臺
郎
中
ノ
霍
障
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
璋
ィ
下
做
此
と
朱
傍
）
３
近
座
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
シ
テ
）「
延
座
シ
テ
」
底
甲
北
野
大
「
延
を
チ
カ
シ
と
よ
め
る
。」
４
才
覚
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
備
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
免
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
学
ヒ
浅
ノ
残
リ
少
シ
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ノ
に
ク
ィ
と
朱
傍
）
８
免
ニ
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
に
朱
圏
点
免
に
覚
ィ
と
朱
傍
）
９
喚
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
才
覚
ヲ
聞
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
才
イ禾
ヲ
「
才
休
ヲ
」
甲
北
野
乙
Ｂ
（
彦
乙
Ｂ
の
休
は
人
偏
×
禾
）「
才
覚
ヲ
」
Ａ
Ｃ
「
才
ヲ
」
底
大
「
」
は
「
術
」
の
俗
字
。
二
九
１４
不
見
リ
キ
ト
云
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
文
章
悟
レ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
文
章
悟
レ
リ
ト
」
甲
北
野
「
文
章
□
悟
レ
リ
ト
」
底
大
（
破
損
の
た
め
カ
ナ
不
明
）「
恐
ら
く
ニ
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
二
三
一
１
嘉
運
ニ
別
ル
時
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
若
我
カ
家
ノ
乙
Ａ
Ｂ
２
馬
賣
テ
諸
（
甲
の
賣
は
変
賣
と
朱
傍
）
３
前
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
６
湿
道
ニ
乙
Ａ
Ｃ
９
東
海
公
ニ
見
ヘ
テ
諸
９
不
浅
事
ヲ
★
「
不
浅
ル
事
ヲ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
不
識
ザ
ル
事
ヲ
」
底
甲
北
野
大
（
甲
北
野
の
識
は
草
体
）
１１
卒
ヌ
乙
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ｂ
Ｃ
は
率
）
１１
二
人
亡
シ
テ
諸
（
甲
野
の
亡
は
変
甲
は
亡
と
朱
傍
）
１２
神
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
野
は
欠
１３
走
テ
迯
ケ
北
Ｂ
１５
成
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
而
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
死
ル
ヽ
事
ヲ
乙
Ｂ
二
三
二
１
魚
捕
ル
諸
２
買
ニ
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
父
本
北
乙
Ａ
Ｂ
三
〇
巻
九
第
三
十
一
話
二
三
二
８
柳
ノ
智
感
至
冥
途
ニ
甲
北
野
乙
Ｂ
９
阿
東
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
河
ィ
と
朱
傍
）
９
札夘
智
感
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
柳
）
９
長
挙
縣
ノ
命
甲
北
野
乙
（
命
に
北
は
令
ィ
と
傍
書
）
１３
住
セ
ム
ト
為
ル
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
、
Ｃ
の
為
は
ス
、
Ｂ
は
住
に
任
ィ
と
朱
傍
）
１５
死
不
當
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
死
の
下
に
ニ
ィ
と
朱
補
）
１５
官
府
ニ
来
ツ
底
乙
Ａ
Ｃ
１６
更
智
感
ヲ
甲
北
野
乙
Ｂ
二
三
三
１
判
管
諸
（
甲
北
の
判
は
異
体
）
１
六
人
ト
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
１
長
キ
屋
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
階
下
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
此
ノ
故
問
フ
諸
（
故
の
下
に
野
は
ヲ
東
、
Ｂ
Ｃ
は
ヲ
ィ
と
朱
補
）
７
免
ニ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
野
の
免
は
異
体
）
９
日
暮
ニ
諸
１０
懸
職身
ニ
甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
縣
ヵ
と
頭
注
、
甲
北
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
職
）
１２
然
ル
ニ
諸
１３
美
麗
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
一
礼１５
免
ニ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
官
案
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
三
四
１
此
聞
テ
諸
（
Ｂ
は
北
の
下
に
ヲ
ィ
と
朱
補
）
２
引
ク
事
底
甲
北
野
乙
４
官
ノ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
ノ
に
ヲ
ィ
と
朱
傍
）
乙
は
脱
４
被
逼
シ
ム
野
乙
Ａ
Ｃ
７
病
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
俄
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
失
満
テ
底
甲
北
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
以
外
の
秩
は
異
体
）
１３
并
ヒ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヒ
に
朱
括
弧
ィ
と
朱
傍
）
１３
薄
對
シ
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
乙
Ａ
Ｂ
の
シ
テ
は
合
字
、
Ｂ
は
封
ィ
と
朱
傍
）
１５
問
テ
諸
１５
其
ノ
官
注
シ
テ
乙
Ｂ
「
其
官
注
シ
テ
」
Ａ
Ｃ
｛
其
ノ
官
ノ
注
シ
テ
｝
甲
北
野
「
其
ノ
官
疑
シ
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
約
二
字
分
不
明
）
二
三
五
３
親
浅
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
名
伏
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
力
ヲ
諸
（
Ｂ
は
事
ィ
と
朱
傍
）
６
有
ラ
ン
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
判
官
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
隆
洲
ニ
遙
遣
テ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
野
三
二
７死
タ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
経
ヌ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
ヲ
甲
野
乙
Ｂ
１１
捕
フ
追
フ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
死
ナ
ム
ス
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
進
テ
来
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
機
ス
北
野
Ａ
Ｃ
（
彦
北
野
Ａ
Ｃ
の
機
は
異
体
）
１４
一
ヲ
甲
北
野
乙
Ｂ
（
野
乙
の
は
変
）
１４
告
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
シ
の
下
に
Ｂ
は
ニ
ィ
、
Ｃ
は
ニ
と
朱
補
）
１６
先
録
卿
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
先
に
朱
圏
点
）
１６
卯
洲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
洲
は
州
）
１６
判
吏
諸
（
甲
北
Ｂ
の
判
は
異
体
）
巻
九
第
三
十
二
話
二
三
六
４
遜
辷向
瑾
諸
５
約
一
字
分
欠
代
ニ
諸
大
（
甲
Ａ
Ｂ
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
ノ
代
ニ
」
北
５
侍
御
ト
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
６
三
善
谷
甲
北
野
乙
Ａ
Ｂ
９
辷向
瑾
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
朗
ナ
ル
也
悟
テ
諸
三
三
１３
韓
鳳
方
乙
Ｂ
１４
鉄
レ
リ
底
甲
Ａ
Ｃ
大
「
針夬
レ
リ
」
Ｂ
（
誤
ィ
と
朱
傍
）「
錯
レ
リ
」
野
「
針告
レ
リ
」
北
乙
「
恐
ら
く
「
錯
」
と
す
べ
き
も
の
を
錯
は
普
通
「
失
錯
」
と
熟
し
用
い
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
金
偏
に
「
失
」
を
配
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
１４
冥
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
宜
ィ
と
朱
傍
）
二
三
七
３
高
ク
挙
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
テ
ィ
と
朱
補
）
４
蜘
蛛
ノ
「
蜘
蛛
ノ
」
大
「
底
本
の
「
蜘
」
は
動
用
字
。「
」
は
「
網
」
の
異
体
字
。」
７
驚
タ
ル
ハ
★
「
驚
タ
レ
バ
」
底
甲
北
野
大
「
驚
ク
レ
ハ
」
乙
「
驚
ク
ル
ハ
」
Ｂ
（
カ
に
タ
ィ
ハ
に
ニ
ィ
と
朱
傍
）「
驚
タ
ル
ニ
」
Ａ
Ｃ
１２
浴
洲
諸
大
「
洛
州
」
Ｂ
本
の
イ
本
１２
一
ノ
人
ノ
来
テ
諸
１４
辷向
瑾
ニ
底
甲
北
野
１５
魏
徴
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
何
諸
二
三
八
２
鬼
乙
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
３
我
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
３
追
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
開
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
家
ノ
人
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
四
９令
行
ヌ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
は
メ
と
朱
訂
、
Ｂ
は
メ
ィ
と
朱
傍
）
１１
此
人
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
其
ノ
時
瑾
思
ハ
ク
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
辷向
ィ
と
朱
補
）
巻
九
第
三
十
三
話
二
三
九
２
傳
英
Ａ
Ｂ
３
約
一
字
分
欠
代
ニ
諸
（
甲
北
野
乙
Ａ
の
空
格
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
３
有
リ
諸
３
大
原
人
也
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
俄
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
死
ス
野
乙
Ａ
Ｂ
８
薩
肆責
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
死
ス
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
仁
均
カ
云
ク
底
甲
北
乙
１１
泥
人
云
甲
北
野
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ト
ィ
ハ
ィ
と
朱
補
）
１２
命
也
Ｂ
（
ト
ィ
と
朱
補
）
１３
我
レ
モ
所
ニ
Ｂ
（
レ
モ
に
其
ィ
と
朱
傍
）
１４
罪
福
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
罪
福
ヲ
」
底
甲
北
野
大
「「
罪
福
ノ
報
ヲ
」
と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
を
古
本
か
く
作
る
。」
１４
有
リ
ヤ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
五
１５
文
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
四
〇
１
夢
サ
メ
乙
２
夢
ノ
事
ヲ
説
語
ル
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
三
十
四
話
二
四
〇
８
約
二
字
分
欠
代
諸
（
甲
北
野
乙
Ｃ
の
空
格
は
約
一
字
分
）
８
尚
書
刑
部
侍
郎
乙
Ａ
Ｂ
１０
永
徴
諸
（
Ｃ
は
徽
と
頭
注
）
１１
命
大
王
珎壽
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
命
丈
王
珎壽
ト
」
甲
（
史
と
朱
訂
）「
命
史
王
珎壽
ト
」
底
北
野
大
「
原
典
・
珠
林
の
「
都
官
令
史
」
を
字
体
近
き
に
よ
り
誤
認
も
し
く
は
誤
写
し
た
も
の
。」
１１
死
ヌ
底
北
Ｂ
１３
追
テ
諸
１４
牡士
ナ
ル
底
甲
北
乙
１４
西
門
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
東
ノ
間
ニ
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
床
ル
几
Ｂ
（
ル
几
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
１６
僮
子
諸
（
Ｃ
は
僮
に
童
ヵ
と
朱
傍
）
１６
階
ノ
本
諸
二
四
一
２
庭
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
王
祠壽
ス
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
祠壽
ス
に
祠壽
ニ
ィ
と
朱
傍
）
三
六
４何
依
カ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
長
安
ノ
佐
史
底
甲
北
野
乙
６
非
サ
レ
也
ト
★
「
非
ザ
ル
也
ト
」
底
甲
北
野
Ｂ
大
「
非
サ
レ
ヤ
ト
」
乙
「
非
サ
レ
ハ
也
ト
」
Ａ
Ｃ
６
太
官
諸
大
「
大
官
」
北
底
本
こ
こ
の
み
「
太
」
に
作
る
。
以
下
す
べ
て
「
大
」
１０
領
セ
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
王
珎壽
カ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
傳
テ
ア
ル
ヲ
乙
Ａ
Ｃ
「
傳
テ
カ
ル
ヲ
」
Ｂ
（
傳
テ
カ
に
縛
セ
ラ
レ
ア
ィ
と
朱
傍
）「
縛
テ
ヤ
レ
ル
ヲ
」
北
（
テ
ヤ
に
ヲ
カ
と
朱
傍
）「
縛
テ
ア
レ
ル
ヲ
」
底
甲
野
大
「
異
様
な
語
法
で
あ
る
が
古
本
か
く
作
る
。」
１２
云
フ
即
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
此
門
甲
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
は
北
と
朱
傍
）
１３
暗
ク
乙
Ａ
Ｂ
１３
皆
小
ヲ
乙
Ｂ
１４
案
ノ
上
ニ
書
ニ
依
テ
諸
１４
王
珎壽
語
テ
云
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
１５
汝
放
諸
１６
早
ク
去
ヨ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
四
二
１
免
レ
Ｂ
２
官
城
門
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
要
ヲ
敢
テ
Ｂ
三
七
６吉
ク
シ
テ
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
赤
地
袍
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
地
の
下
に
ノ
ィ
と
朱
補
）
７
丈
木
ノ
碑
乙
Ａ
Ｃ
「
大
木
ノ
碑
」
Ｂ
「
大
木
ノ
」
野
「
丈
木
ノ
阜卑
」
底
甲
北
大
「
丈
木
意
不
明
。
底
本
の
偏
を
「
阜
」
の
変
と
見
る
な
ら
ば
「
阿卑
」
と
も
書
く
字
で
ヒ
メ
ガ
キ
の
意
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
の
文
意
に
は
や
や
そ
ぐ
わ
な
い
。
一
方
、
底
本
の
偏
を
「
長
」
の
変
と
見
る
な
ら
ば
「
篦
」、
お
よ
び
竹
＋
卑
の
字
の
俗
体
と
考
え
ら
れ
る
。
篦
は
イ
ヒ
シ
タ
ミ
の
訓
あ
り
、
今
日
の
飯
杓
子
に
当
る
の
で
、
こ
の
場
合
は
か
く
解
す
べ
き
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。」
８
其
碑
ノ
上
ニ
Ｂ
９
立
テ
ヽ
ル
案
乙
Ｂ
９
官
府
「
官
符
」
古
本
大
中
世
に
普
通
の
「
官
府
」
の
通
体
。
１１
王
珎壽
ヲ
見
テ
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
若
必
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
去
ヌ
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
王
珎壽
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
廳
ノ
上
座
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
四
三
１
何
ソ
輙
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
至
レ
ル
ヲ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ヲ
に
ソ
ィ
と
朱
傍
）
２
令
捻
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
令
Ｂ
（
彦
Ｂ
行
末
）
８
与
ヘ
ヨ
乙
Ａ
Ｂ
三
八
９吏
ノ
流
布
本
「
史
」
古
本
系
統
大
１０
不
用
ヤ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
命
可
依
シ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
垣
ヲ
穿
テ
破
タ
ル
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
１５
垣
至
テ
諸
二
四
四
４
将
去
ラ
ム
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
４
既
ニ
令
入
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
放
チ
還
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
活
ス
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
紙
百
帳
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
焼
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
三
十
五
話
二
四
四
１６
玄
盛
乙
Ａ
Ｂ
１６
人
乱
ヲ
底
甲
北
野
乙
（
乙
は
人
の
下
カ
ナ
一
字
分
空
白
）
二
四
五
３
諸
門
閇
タ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
安
土
ノ
乙
Ａ
Ｃ
４
人
此
ア
リ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
北
は
ア
を
ヨ
と
朱
訂
、
Ｂ
は
ヨ
ィ
と
朱
傍
）
４
恐
レ
ツ
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
舊
ク
相
ヒ
知
タ
ル
Ａ
Ｂ
Ｃ
三
九
６相
知
ル
人
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
秘
書
省
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
序臾
抱
ニ
テ
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
序臾
抱
底
甲
北
野
乙
１３
安
土
門
ニ
〆
諸
（
甲
は
土
に
上
歟
と
朱
傍
、
乙
Ａ
Ｂ
以
外
は
シ
テ
）
１３
不
免
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
１４
死
ス
ル
事
ハ
甲
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
甲
は
ヌ
と
朱
訂
）
１４
自
然
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
此
レ
事
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
レ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
二
四
六
１
行
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
乗
馬
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
と
朱
補
）
３
驚
テ
恠
フ
乙
Ａ
Ｂ
６
无
限
リ
〆
乙
Ａ
Ｂ
６
善
根
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
為
ニ
〔
脱
〕
善
根
ヲ
「
為
ニ
、〔
追
テ
善
根
ヲ
修
セ
ム
」
ト
請
フ
。
序臾
抱
、
讎
ノ
心
深
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、〕
善
根
ヲ
」
大
８
序臾
抱
カ
云
ク
諸
８
我
捕
君
ヲ
諸
１２
死
ス
ル
時
ニ
北
野
Ｂ
１３
云
ユ
ル
ニ
Ｂ
１４
辟
ヒ
乙
Ｂ
四
〇
巻
九
第
三
十
六
話
二
四
七
３
貝圭
ノ
底
３
学
ニ
〆
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
６
家
ヲ
出
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
器
量
ノ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
赤
キ
衣
表
ノ
衣
ヲ
諸
８
如
此
ク
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
會
シ
ヌ
ル
ニ
甲
北
乙
Ｃ
１０
交
テ
遊
ハ
ム
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
１１
置
ト
ナ
ム
諸
大
１１
弘
豊
農
底
（「
農
」
に
み
せ
け
ち
あ
る
も
の
如
し
）
１１
住
セ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
イ弖
セ
リ
」
甲
「
イ弖
セ
リ
」
底
北
野
大
「
住
セ
リ
」
が
通
り
が
よ
い
。
１１
時
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
住
セ
リ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
名
ヲ
ハ
約
二
二
字
分
欠
諸
（
空
白
部
、
甲
北
約
十
九
字
分
、
野
約
十
六
字
分
、
乙
Ａ
約
國
ノ
十
二
字
分
、
Ｂ
約
二
三
字
分
、
Ｃ
七
字
分
Ｃ
は
コ
ノ
間
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
「
名
ヲ
バ
〔
何
ニ
カ
申
ス
」
ト
。
景
、
挙合
テ
云
ク
、「
黄
河
ノ
北
ヲ
バ
、
惣
ジ
テ
我
ガ
胡
國
ト
ス
、〕
國
ノ
」
大
四
一
１４
有
ル
沙
碩
諸
「
有
ル
」
底
大
（
破
損
の
た
め
不
明
）
１５
控
摂
〆
給
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
、
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
は
攝
）
１５
心
事
无
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
此
来
リ
過
ル
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
此
の
下
に
ニ
ィ
と
朱
補
、
此
に
Ｃ
傍
訓
コ
ヽ
ニ
）
二
四
八
１
景
カ
云
フ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
馴
レ
睦
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
挙合
有
シ
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
遇
難
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
過
ィ
と
朱
傍
）
３
宿
業
ノ
命
ト
〆
諸
（
乙
Ａ
Ｃ
以
外
は
シ
テ
）
４
力
不
可
及
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
令
知
ト
教
ヘ
景
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
景
に
Ｂ
は
置
ィ
、
Ｃ
は
ア
マ
リ
字
と
朱
傍
）
６
従
ハ
仁
花債
ニ
随
テ
甲
北
野
乙
Ａ
８
岑
ノ
之
象
云
フ
Ｂ
８
合
也
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
生
ヵ
と
朱
傍
）
９
年
来
未
タ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
親
之
象
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
文
令
教
ム
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
无
シ
Ａ
Ｃ
１２
交
リ
睦
ツ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
苦
メ
事
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
メ
に
Ｂ
は
ナ
シ
ィ
、
Ｃ
は
ム
ヵ
と
朱
傍
）
四
二
１５
云
シ
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
シ
に
朱
圏
点
）
１６
彼
ノ
鬼
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
膳
ヲ
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
四
九
１
仁
花債
云
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
仁
花債
□
云
ク
」
底
甲
北
野
（
底
は
破
損
の
た
め
カ
ナ
不
分
明
、
甲
北
野
は
一
字
空
白
）
「
恐
ら
く
ガ
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。」
１
不
入
ニ
乙
Ａ
Ｃ
２
其
ノ
設
ツ
乙
２
景
カ
ニ
ノ
客
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
坐
〆
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
４
食
ノ
不
精
ス
乙
Ａ
Ｃ
５
儲
ケ
ン
ト
為
ル
時
ニ
底
Ｂ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
７
絹
ヲ
用
ル
カ
故
ニ
乙
Ａ
Ｂ
１０
替
リ
令
坐
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１０
金
銭
絲
絹
ヲ
諸
（
野
は
銭
に
銀
東
絹
に
帛
同
と
朱
傍
）
１１
思
ヒ
不
知
ラ
ヤ
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
受
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
五
〇
１
君
郷
ノ
人
諸
１
大
山
ノ
諸
２
成
ナ
ハ
底
甲
北
野
乙
大
「
こ
の
ま
ま
で
は
文
意
通
じ
な
い
。」
四
三
４君
カ
命
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
責
メ
令
約
一
字
分
欠
也
諸
（
乙
Ｂ
の
空
白
部
は
約
一
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
５
間
ケ
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
聞
ィ
、
Ｃ
は
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）
５
主
薄
〔
脱
〕
闕
タ
リ
★
「
主
簿
ハ
、〔『
昔
シ
、
貝圭
兄
ト
同
學
デ
有
シ
人
也
、
互
ニ
恩
深
リ
キ
。
今
、
幸
ニ
主
簿
ト
成
ル
事
ヲ
得
タ
リ
。
而
ル
間
、
、
適
マ
、
一
人
ノ
主
簿
〕
闕
タ
リ
」
底
大
「
主
簿
目圭
兄
ト
」
甲
北
野
Ａ
（
Ａ
の
空
白
部
は
二
字
分
）「
主
簿
目圭
兄
ト
」
乙
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
簿
の
下
に
一
本
空
一
字
位
と
朱
注
）
６
適
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
マ
サ
）
１４
佛
像
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
五
一
１
聞
ケ
ト
云
ヘ
ト
モ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ケ
に
朱
括
弧
イ
と
朱
傍
）
３
六
道
可
生
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
は
ニ
補
入
）
４
縣
ノ
内
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
幾
ク
家
カ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
幾
ク
有
ル
ト
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
有
は
ア
）
７
亦
幾
カ
有
ル
ト
乙
９
得
ル
者
ハ
万
カ
★
「
得
ル
者
ハ
万
□
」
底
大
（
カ
ナ
不
分
明
）「
得
ル
者
ハ
ニ
」
甲
北
野
「
得
ル
者
万
ニ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
得
は
ウ
）
１１
多
カ
ト
甲
北
野
乙
Ｂ
（
Ｂ
は
リ
ィ
と
朱
補
）
１２
其
ノ
尤
モ
乙
１３
有
リ
ヤ
ト
底
乙
四
四
１５
章
角隹
一
ハ
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
角隹
に
解
と
朱
傍
、
乙
Ａ
Ｃ
は
章
）
１５
挙合
有
リ
ヤ
諸
１６
太
山
府
君
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
大
洲
ノ
諸
（
Ｃ
の
洲
は
州
）
二
五
二
１
適
ニ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
マ
サ
）
１
章
角隹
一
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
朱
圏
点
、
Ｃ
は
角隹
に
解
ヵ
と
朱
傍
）
２
其
申
カ
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
申
ニ
由
ヵ
と
朱
傍
）
２
盡
ク
Ａ
Ｂ
２
狂
監
セ
シ
ム
事
甲
北
野
乙
Ａ
Ｃ
（
野
は
狂
監
に
朱
圏
点
）
３
奉
ツ
ル
カ
如
シ
諸
３
有
レ
ハ
諸
８
是
大
府
卿
北
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
馬
周
給
事
諸
（
空
白
部
、
甲
北
約
十
五
字
と
一
行
、
野
約
七
字
と
一
行
、
約
二
五
字
と
一
行
分
欠
乙
約
十
四
字
と
一
行
、
Ｂ
約
二
十
五
字
と
一
行
、
Ａ
十
一
字
、
Ｃ
十
字
）
「
馬
周
給
事
〔
中
韋
珎昆
等
、
對
ヒ
坐
シ
テ
文
本
自
ラ
諸
ノ
人
ノ
為
ニ
語
ル
ヲ
聞
テ
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
〕」
底
大
巻
九
第
三
十
七
話
二
五
三
３
行
價
ヲ
甲
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
行
キ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
光
ノ
中
ニ
甲
野
乙
Ａ
（
甲
は

歟
と
朱
傍
）「
完
ノ
中
ニ
」（

ヵ
と
朱
傍
）「
先
ノ
中
ニ
」
Ｃ
（
土
ヵ
と
朱
傍
）
四
五
「

ノ
中
ニ
」
底
Ｂ
大
（
Ｂ
の

は
変
）
「
地
」
の
省
文
と
見
る
。
６
木貴
底
「
櫃
の
通
字
、
も
し
く
は
省
文
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
。」
８
一
日
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
盗
タ
ル
ト
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
諍
フ
甲
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
賣
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
寄
リ
付
ノ
乙
Ａ
Ｂ
（
Ｂ
は
ノ
に
ナ
シ
ィ
と
朱
傍
）
１５
无
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
語
リ
傳
ヘ
タ
ル
ト
ヤ
底
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
三
十
八
話
二
五
四
４
震
旦
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
國
ヲ
諸
大
文
意
不
通
。「
国
此
レ
ヲ
」
の
短
絡
か
。
６
ノ
謙
之
ニ
「
寇
ノ
謙
之
ニ
」
底
甲
北
野
乙
（
寇
は
異
体
、
彦
甲
の
寇
は
変
寇
と
朱
傍
、
乙
の
謙
は
変
）
１４
司
徒
甲
北
野
１４
滅
シ
ナ
ム
ト
ス
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
１６
族
為
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
五
五
１
口
ヲ
扉
ス
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
遙
遠
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１
困
苦
ニ
不
堪
〆
Ａ
Ｂ
（
Ｃ
は
シ
テ
）
四
六
２五
刑
ヲ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
２
以
来
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
３
抂
誅
〆
Ａ
Ｂ
３
宗
受
カ
為
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
可
崇
北
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
「
可
崇
□
」
底
甲
野
大
（
底
破
損
の
た
め
カ
ナ
不
明
、
甲
野
は
空
白
）
「
シ
を
充
つ
き
べ
き
も
の
か
と
考
え
る
。」
６
如
此
也
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
三
十
九
話
二
五
五
９
下
土
阯兪
文
Ａ
１０
平
ク
ル
功
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
實
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
ニ
ィ
徒
朱
補
）
１３
我
カ
物
負
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
死
ヌ
底
甲
北
乙
Ｂ
１５
一
黄
ナ
ル
乙
Ｂ
Ｃ
１５
牡責
ヲ
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
犢
と
朱
傍
）
１６
左
ニ
跨
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
五
六
５
仕
テ
ヽ
甲
（
ヽ
を
ハ
と
朱
訂
）
巻
九
第
四
十
話
四
七
二
五
六
９
症土
リ
ノ
厚臾
底
甲
北
野
乙
（
底
の
匣
は
異
体
、
彦
乙
は
そ
の
変
）
１１
其
珠
ヲ
母
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１１
此
ノ
Ｂ
１２
魚
服
Ａ
Ｂ
Ｃ
１２
其
ノ
約
二
字
分
欠
諸
（
Ｃ
の
空
白
部
は
一
字
分
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
其
ノ
□
以
テ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
約
一
字
分
不
明
）
「
こ
の
欠
字
、
原
典
と
対
照
す
る
も
不
明
。」
１２
此
レ
ヲ
約
五
字
分
欠
諸
（
乙
の
空
白
部
は
約
四
字
分
、
Ｂ
は
約
六
字
分
、
Ａ
は
三
字
分
、
Ｃ
は
カ
ケ
と
朱
注
）
１３
呑
メ
ル
ト
云
事
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
事
は
コ
ト
）「
挙合
メ
ル
ト
云
フ
事
ヲ
」
乙
「
呑
メ
ル
ヲ
云
フ
事
ヲ
」
底
甲
北
野
大
（
ヲ
に
甲
は
ト
歟
野
は
ト
と
朱
傍
）
「
初
め
、
呑
メ
ル
ヲ
知
レ
リ
ケ
ル
と
言
う
つ
も
り
で
あ
っ
た
も
の
が
、
更
に
概
念
化
し
た
表
現
に
改
め
よ
う
と
し
て
、
新
旧
二
表
現
が
未
整
理
の
ま
ま
残
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。」
１４
崇
リ
諸
大
「「
祟
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
こ
こ
で
は
字
形
相
似
に
よ
り
通
用
し
た
も
の
。」
１４
云
ヒ
ケ
ル
ト
ナ
ム
甲
北
野
乙
Ｂ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
巻
九
第
四
十
一
話
二
五
七
２
見
疵
死
乙
Ｂ
４
囚
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
６
見
ル
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
者
ヲ
甲
北
四
八
９云
ト
モ
甲
北
乙
Ｂ
巻
九
第
四
十
二
話
二
五
七
１２
得
現
語
甲
北
野
乙
Ｂ
１３
云
フ
所
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
五
八
１
別
レ
諸
２
縣
ニ
底
甲
北
野
（
甲
は
縣
歟
と
朱
傍
）
４
本
ノ
如
也
諸
６
罸
シ
給
フ
所
也
諸
１０
悪
ノ
心
ヲ
底
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
四
十
三
話
二
五
八
１４
國
王
有
リ
諸
二
五
九
１
父
ノ
王
ノ
諸
２
名
乙
Ａ
Ｃ
３
憎
ム
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
申
生
ヲ
甲
野
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
飢
湯
ノ
入
苦
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
は
湯
に
渇
入
に
人
ヵ
と
朱
傍
入
の
下
に
ノ
ィ
と
朱
補
）
５
此
レ
ヲ
聞
テ
★
「
此
ヲ
聞
テ
」
底
大
「
此
ヲ
聞
」
甲
北
野
「
此
ヲ
」
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
７
餘
レ
ラ
ム
乙
Ｂ
四
九
７不
呑
ラ
ム
前
ニ
Ａ
Ｃ
９
此
レ
呑
ム
ト
底
甲
北
野
乙
９
麗
約
二
八
字
分
欠
時
ニ
諸
（
甲
北
の
空
白
部
は
約
十
七
字
分
一
行
、
野
約
十
一
字
と
一
行
、
乙
約
二
二
字
、
Ｂ
約
一
行
、
Ａ
一
字
と
一
行
、
Ｃ
十
三
字
、
Ｂ
は
一
本
空
行
ナ
シ
、
Ｃ
は
此
間
カ
ケ
タ
リ
と
朱
注
）「
麗
〔
姫
此
□
□
メ
テ
云
ク
、「
外
ヨ
リ
持
来
レ
ル
物
ヲ
バ
輙
ク
不
呑
ザ
レ
。
試
ニ
人
ニ
令
呑
メ
ム
ト
」
云
テ
、
青
衣
ニ
令
呑
ム
。
青
衣
、
此
レ
ヲ
呑
テ
、
即
チ
、
死
ヌ
。
其
ノ
〕
時
ニ
」
底
大
（
破
損
の
た
め
や
や
不
分
明
）
１２
喜
約
三
字
分
欠
諸
（
野
の
空
白
部
は
約
二
字
分
、
乙
約
四
字
分
、
Ａ
Ｂ
約
三
字
分
、
Ｃ
二
字
分
）「
喜
ト
ス
ト
」
底
大
１４
紀
サ
ハ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
糺
ィ
と
朱
傍
）
巻
九
第
四
十
四
話
二
六
〇
３
眉
間
尺
底
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
約
一
字
分
欠
代
ニ
諸
大
（
底
以
外
の
空
格
は
約
一
字
分
、
北
は
殆
ど
ア
キ
ナ
シ
、
北
は
□
、
Ｂ
は
楚
ノ
ィ
と
朱
補
）
５
懐
妊
〆
Ｂ
（
Ｂ
は
シ
テ
）
８
有
ル
事
ニ
ヤ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｃ
の
有
は
ア
）
１３
有
ラ
レ
乙
１４
罪
ヲ
行
ハ
ム
ト
底
甲
北
野
乙
１４
不
至
テ
前
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
テ
に
Ｂ
は
ナ
シ
ィ
、
Ｃ
は
テ
ヵ
と
朱
傍
）
１５
来
ヌ
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
五
〇
１５
懐
妊
ス
ル
所
ノ
子
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
此
ノ
門
ヨ
リ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
六
一
１
南
山
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
５
害
セ
ム
ス
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
の
ム
は
ン
）
６
奉
レ
若
シ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
８
自
然
ニ
諸
９
伺
ニ
乙
Ａ
二
六
一
１５
観針
ニ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１６
國
王
頭
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
六
二
１
弱
メ
カ
為
Ａ
Ｂ
Ｃ
野
は
脱
４
于
今
春
縣
ト
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
（
Ｂ
は
本
ノ
マ
ヽ
と
朱
注
）
巻
九
第
四
十
五
話
二
六
二
８
約
二
字
分
欠
代
ニ
諸
（
甲
野
Ｃ
の
空
白
は
約
一
字
分
、
北
乙
は
殆
ど
ア
キ
な
し
、
北
は
□
ノ
と
朱
補
）
１５
老
ナ
ム
時
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１５
山
ニ
行
ク
父
迎
テ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
巻
九
第
四
十
六
話
二
六
三
７
約
一
字
分
欠
代
ニ
諸
（
底
以
外
の
空
格
は
約
一
字
分
、
北
乙
は
殆
ど
ア
キ
な
し
、
北
は
□
と
朱
補
）
７
自
然
諸
五
一
７樹
ノ
下
ニ
底
甲
野
Ａ
Ｂ
（
底
の
ノ
は
古
体
）
９
一
人
ノ
問
テ
云
ク
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
９
何
ノ
國
ヘ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１３
父
母
モ
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
１４
而
ル
間
乙
Ａ
Ｂ
Ｃ
二
六
四
２
明
ク
ル
朝
ニ
底
甲
北
野
Ｂ
４
天
神
感
應
甲
北
野
Ａ
Ｂ
Ｃ
４
河
ノ
上
岳
ヲ
甲
北
野
乙
Ａ
Ｃ
（
Ｃ
傍
訓
ウ
ヘ
ダ
ケ
）
６
孝
養
セ
ハ
徳
ヲ
Ａ
Ｂ
Ｃ
乙
は
欠
お
わ
り
に
『
今
昔
物
語
』
巻
九
の
本
文
の
異
同
を
見
る
と
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
と
同
じ
表
現
を
多
く
も
つ
の
は
流
布
本
系
諸
本
（
内
閣
文
庫
本
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
巻
で
は
、
内
閣
文
庫
本
Ｂ
の
表
現
が
彦
根
城
博
物
館
本
の
表
現
と
一
致
す
る
箇
所
が
多

く
、
そ
れ
は
、
空
白
な
ど
の
形
式
と
同
じ
傾
向
に
あ
っ
た
。
巻
九
の
場
合
、
文
字
数
の
空
白
部
分
が
多
い
が
、
や
は
り
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
多
く
一
致
す
る
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
他
の
巻
の
よ
う
に
、
流
布
本
系
の
表
記
と
は
一
致
せ
ず
古
本
系
の
表
記
の
み
に
一
致
す
る
場
合
に
お
い
て
も
内
閣
文
庫
本
Ｂ
と
は
一
致
す
る
と
い
う
結
果
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
巻
九
は
、
巻
二
、
巻
五
、
巻
七
と
同
じ
く
、
鈴
鹿
本
と
い
う
原
本
に
近
い
本
を
有
す
る
巻
で
あ
る
が
、
古
態
を
残
す
と
さ
れ
る
東
大
本
甲
、
東
北
大
本
、
野
村
本
と
一
致
す
る
箇
所
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
と
は
傾
向
を
異
に
す
る
。
巻
九
で
は
全
体
と
し
て
、
流
布
本
系
の
諸
本
と
表
記
が
一
致
す
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
四
四
話
の
目
次
で
「
獻
王
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
五
二
鈴
鹿
本
と
古
本
系
の
表
記
と
同
じ
く
「
獻
玉
」
と
誤
っ
た
表
記
に
し
て
い
る
。
同
様
の
こ
と
は
、
巻
九
第
三
話
の
「
憎
シ
ク
」
の
部
分
に
も
い
え
、「
嫌
シ
ク
」
の
表
記
の
本
の
方
が
多
い
が
、
こ
こ
は
、
鈴
鹿
本
と
古
本
と
同
じ
表
記
を
使
っ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
話
の
「
牙
」
の
字
は
、
諸
本
で
「
互
」
の
字
を
使
う
が
、
出
典
の
『
考
子
伝
』
と
鈴
鹿
本
の
み
「
牙
」
の
字
が
使
わ
れ
て
お
り
、
彦
根
本
が
そ
の
ど
ち
ら
か
に
拠
っ
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
第
五
話
の
題
名
の
字
も
本
来
、「
虎
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
、「
康
」
と
鈴
鹿
本
と
流
布
本
は
表
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
一
五
話
で
は
、「
大
」
と
あ
る
と
こ
ろ
、
鈴
鹿
本
と
古
本
と
彦
根
本
は
「
太
」
と
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
を
、
総
合
的
に
考
え
る
と
、
彦
根
本
は
、
鈴
鹿
本
あ
る
い
は
、
鈴
鹿
本
に
極
め
て
近
し
い
本
を
見
て
、
そ
の
固
有
名
詞
や
漢
字
に
つ
い
て
は
、
鈴
鹿
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
、
彦
根
城
博
物
館
本
は
古
態
本
と
流
布
本
の
中
間
的
な
本
と
し
て
位
置
づ
け
て
き
た
が
、
巻
九
に
お
い
て
も
若
干
、
そ
の
傾
向
が
み
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
巻
の
分
析
で
、
古
本
系
の
諸
本
と
流
布
本
系
の
諸
本
の
表
記
の
両
方
を
受
容
し
た
様
子
が
垣
間
見
え
る
と
し
た
が
、
漢
字
や
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
古
本
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
す
る
。
巻
五
の
分
析
に
お
い
て
「
古
本
系
と
流
布
本
系
の
両
書
が
手
元
に
あ
り
、
古
本
系
に
依
り
つ
つ
、
誤
脱
な
ど
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
は
流
布
本
系
に
よ
っ
た
、
あ
る
い
は
、
古

本
系
に
近
い
東
大
本
乙
の
よ
う
な
流
布
本
を
ひ
き
写
し
た
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
た
が
、
そ
の
表
記
の
選
択
の
在
り
様
は
、
こ
こ
に
き
て
、
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、
他
の
巻
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
記
、
漢
字
、
固
有
名
詞
の
引
き
写
し
方
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。
（
注
）

中
根
「
未
紹
介
本
『
今
昔
物
語
』（
彦
根
博
物
館
所
蔵
）
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
愛
知
県
立
大
学
説
林
』
５３
号
二
〇
〇
五
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
一
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５４
号
二
〇
〇
六
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
二
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５５
号
二
〇
〇
七
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
三
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５６
号
二
〇
〇
八
年
三
月
）
五
三
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
四
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
文
学
部
論
集
」
５７
号
二
〇
〇
九
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
１
号
二
〇
一
〇
年
三
月
）

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
六
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
２
号
二
〇
一
一
年
三
月
）、
中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
七
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
３
号
二
〇
一
二
年
三
月
）


に
同
じ
。

中
根
「
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
『
今
昔
物
語
』
巻
五
の
本
文
の
位
置
づ
け
」（「
愛
知
県
立
大
学
日
本
文
化
学
部
論
集
」
１
号
二
〇
一
〇
年
三
月
）
本
稿
の
中
で
引
用
し
た
旧
日
本
古
典
文
学
大
系
の
校
異
は
、『
今
昔
物
語
集
二
』
山
田
孝
雄
山
田
忠
雄
山
田
英
雄
山
田
俊
雄
岩
波
書
店
一
九
六
〇
年
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
五
四
